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(1) 郡山市歴史情報博物館の開館 資料１ 

   

(2) ランシット大学との連携協定締結 資料２ 

   

(3) ネーミングライツ・スポンサーの優先交渉権者の選定 資料３ 

   

(4) 郡山市制施行100周年記念式典及び表彰者 資料４ 

   

(5) 郡山市制施行 100 周年記念イベント 資料５ 

   

(6) 郡山市制施行 100 周年記念 防災講演会の開催 資料６ 

   

(7) 誰もがデジタルの便利さを実感できる「こおりやま」 
推進中！ 資料７ 

   

(8) PTA費による購入物品の管理 資料８ 

配布資料１ データ利活用とＥＢＰＭの推進 

配布資料２ 郡山市職員安全衛生委員会の取り組み 

配布資料３ 消費生活センター 

配布資料４ 上半期各種統計情報 

配布資料５ 「Vietnam Foodexpo2024」出展 

※質問は、「項目」、「フリー」に分けて行います。 

※幹事社 

 ・河北新報 ・福島テレビ 

【項目一覧】 

2024 年 10 月 月例市長記者会見 
 

日時：2024(令和６)年 10 月 25 日（金）午前 11 時 

   場所：郡山市役所本庁舎２階 特別会議室       
ひらけ 未来へ 

こおりやま 

 



歴史情報博物館の開館について

１ 開館日

「郡山市歴史情報博物館」を

2025(令和７)年３月15日(土) 
にオープンします

３ 開館までのスケジュール

2024 2025

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

展示製作

収蔵棚設置

周辺施設整備

3
月
15
日
開
館

10
月
25
日
引
渡
し
式

２ 施設概要

構 造：鉄筋コンクリート造、一部鉄骨造

建築面積：2,633.72㎡、延床面積：3,534.72㎡

整 備 費 ：3,061百万円（施設関係工事費分）

１階：常設展示室、企画展示室、資料閲覧室、交通と交流のギャラリー、

多目的ルーム、地域ギャラリー、アーカイブギャラリー、事務室

地階：収蔵庫１・２、特別収蔵庫、一時保管庫、資料整理室、

第二事務室、書庫

１階：常設展示室

地階：収蔵庫１

2024年10月 月例市長記者会見
資料１ 文化スポーツ部

歴史情報博物館準備室



ランシット大学連携協定締結について
2024年10月 定例市長記者会見
資料２ 産業観光部産業創出課

1 ランシット大学との連携協定締結式について

（１）日時
2024年10月29日（火）10:00～10:30

（２）場所
郡山市役所本庁舎2階 正庁

（３）出席者
〇ランシット大学
・学長補佐

日本担当 チャオ・テムラック 様（経済学）
・調理学部

専任講師 ティーラガンヤー・タンスワンランシー 様
（タイ版料理の鉄人優勝者）

・観光ホスピタリティ・スポーツ学部
課長 ジラパット・レカグン 様（観光ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ学）

〇郡山市
郡山市長 品川 萬里

（４）協定の概要
・医療福祉関連製品の評価支援
（車椅子・実験動物用器具等）

・市産品等を活用したタイ向け商品としてのレシピ開発
（甘酒、米粉麺、あんこ等）

・市内企業等がタイマーケットへ参入するための支援・
助言等（大学のネットワークの活用）

・ランシット大学生を市内企業へインターン生として
受入れ など

（５）締結期間
・2024年10月～2027年9月までの３年間

（１）事業概要
① ランシット大学と協働で、市内企業及びこおりやま広域

圏内企業の海外進出、輸出促進を図る
② 本市の強みである「医療福祉」「健康食品」分野で販路

開拓を目指す
（２）事業スケジュール

2 タイへの海外販路開拓支援事業について

※ランシット大学
 医療・理工・経営・人文・芸術の５

つの学群、83の学科を有する、学生
数３万人の私立の総合大学

 日本国内の16大学と連携協定を締結
 世界29か国の学校、企業、支援機関

等とも連携協定を締結

2024(R6)年 2025(R7)年 2026(R8)年

連携協定締結（10/29）

市場調査･試作品開発(医療福祉･健康食品分野)

製品発表・販売開始

 タイ版料理の鉄人2020年の優勝者が講師として在籍
 医療機器関連企業及び医療機器サービス会社等へ卒業生を輩出する

バイオメディカルエンジニアリング学科を有する（工学と生理学を
組合せた学科）

 ランシット大学との連携は、昨年２月にバンコクで開催された
「JAPAN EXPO THAILAND 2023」において、ランシット大学の先生が本
市ブースに訪問していただき、本市の輸出の取組みを紹介した中で、
意見交換を重ねたところ、関係性が構築されたものです。

＜ﾗﾝｼｯﾄ大学ｷｬﾝﾊﾟｽ全景＞



ネーミングライツ・スポンサーの
優先交渉権者の選定について

本市の貴重な税外収入の確保を目的に実施している「ネーミングライツ」事業について、5施設の
ネーミングライツ・スポンサーを募集し、応募のあった3施設の優先交渉権者を決定しました。
優先交渉権者と契約締結後、2025年4月1日から新たな“愛称”の使用を開始する予定です。

2024年10月 月例市長記者会見
資料３
財務部 公有資産マネジメント課

施設名 大安場史跡公園 小原田歩道橋（東部幹線） 郡山市中央図書館

募集金額
(年額・税抜)

90万円～ 30万円～ 100万円～

優先交渉権者 株式会社蔭山工務店 福島ニチレキ株式会社 株式会社アサカ理研

提案愛称 蔭山工務店大安場史跡パーク 福島ニチレキ 小原田歩道橋 アサカ理研 郡山中央図書館

提案金額
(年額・税抜)

120万円 31万円 200万円

提案年数 5年（2025年4月1日～2030年3月31日）

その他 ※郡山市熱海フットボールセンター、郡山市労働福祉会館には応募がありませんでした。



【参考】既存施設・新規施設一覧
（ネーミングライツ料、スポンサーとの関係性）

2024年10月 月例市長記者会見
資料３
財務部 公有資産マネジメント課

施設名 ネーミングライツ・スポンサー 愛称 金額(税抜) 愛称使用開始時期

開成山野球場 ㈱ヨークベニマル ヨーク開成山スタジアム 510万円 2017年2月1日

開成山屋内水泳場 郡山信用金庫 郡山しんきん開成山プール 210万円 2017年7月1日

郡山市民文化センター 福島県商工信用組合 けんしん郡山文化センター 520万円

2018年4月1日郡山総合体育館 ㈱宝来屋本店 宝来屋 郡山総合体育館 320万円

開成山陸上競技場 郡山ヒロセ電機㈱ 郡山ヒロセ開成山陸上競技場 220万円

郡山カルチャーパーク ＡＧＣエレクトロニクス㈱ ＡＧＣエレクトロニクス郡山カルチャーパーク 300万円

2024年4月1日

郡山市ふれあい科学館 高柳電設工業㈱ 高柳電設工業スペースパーク 210万円

西部サッカー場 学校法人朴沢学園 仙台大学 仙台大学サッカーフィールド郡山 180万円

郡山市麓山地区立体駐車場 ㈱太陽メンテナンス 太陽メンテナンス麓山立体駐車場 50万円

郡山市東部森林公園 ㈱タイセークリーン タイセークリーン東部森林公園 50万円

島歩道橋（新さくら通り） ㈱リプロ東日本 夢住まい館 島歩道橋 30万円

大安場史跡公園 ㈱蔭山工務店 蔭山工務店大安場史跡パーク 120万円

2025年4月1日
(予定)

小原田歩道橋（東部幹線） 福島ニチレキ㈱ 福島ニチレキ 小原田歩道橋 31万円

郡山市中央図書館 ㈱アサカ理研 アサカ理研 郡山中央図書館 200万円

2,951万円



郡山市制施行100周年記念式典及び表彰者 202４年 10月 月例市長記者会見
資料４ 総務部秘書課

2024年11月２日（土） 午前10時から11時45分

※終了時間は目安 （１）自治功労表彰 12名

（２）特別表彰 40名・２団体

（３）文化功労賞 １名

（４）教育功労者表彰 16名

（５）教育関係優良団体表彰 １団体

（６）市制施行100周年記念表彰 628名・77団体

（７）市史編さん功労者感謝状 31名

合計 728名・80団体

１ 式典日時

３ 式典概要

(1) オープニング、開式

(2) 市長式辞、市議会議長挨拶

(3) 各種表彰及び感謝状贈呈 代表受領17名

(4) 受賞者代表挨拶
・今村 剛司 様（元郡山市議会議員）

(5) 来賓祝辞
・福島県知事 内堀 雅雄 様
・奈良市長 仲川 げん 様
・久留米市長 原口 新五 様
・鳥取市長 深澤 義彦 様
・ブルメン市長 ヘールト・ファン・ルムンド 様（副市長代読）

(6) 来賓紹介 等

(7) 未来のこおりやまに向けた提言
・市内小中学生149名(うち22名登壇)による発表

(8) 閉式

２ 場所

けんしん郡山文化センター 大ホール

４ 受賞者（別紙名簿のとおり）

（参考）郡山市制施行90周年・合併50年記念式典



郡山市自治功労表彰受賞者 

敬称略・順不同 

 

 

 今 村 剛 司  郡山市安積町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与さ

れた功績 

◎郡山市議会議員歴 22 年 4 月 

◎郡山市議会議長歴 2 年 

 

 鈴 木 祐 治  郡山市田村町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与さ

れた功績 

◎郡山市議会議員歴 22 年 4 月 

◎郡山市議会副議長歴 2 年 

 

 遠 藤 敏 郎  郡山市喜久田町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与さ

れた功績 

◎郡山市議会議員歴 22 年 4 月 

◎郡山市議会副議長歴 2 年 

 

高 橋 善 治  郡山市田村町 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与さ

れた功績 

◎郡山市議会議員歴 28 年 4 月 

 

 蛇 石 郁 子  郡山市久留米四丁目 
 

多年にわたり郡山市議会議員として、本市の市政振興に寄与さ

れた功績 

◎郡山市議会議員歴 18 年 5 月 

 

 今 泉 玲 子  郡山市清水台二丁目 
 

多年にわたり郡山市教育委員会委員として、本市の教育行政の

発展に寄与された功績 

◎郡山市教育委員会委員歴 16 年 

 

 

 

 

 阿 部 晃 造  郡山市並木四丁目 
 

多年にわたり郡山市教育委員会委員として、本市の教育行政の

発展に寄与された功績 

◎郡山市教育委員会委員歴 12 年 

 

遠 藤 昭 夫  郡山市安積町 
 

多年にわたり郡山市農業委員会委員として、本市の農業振興に

寄与された功績 

◎郡山市農業委員会委員歴 24 年 

 

 細 山 文 昭  郡山市逢瀬町 
 

多年にわたり郡山市農業委員会委員として、本市の農業振興に

寄与された功績 

◎郡山市農業委員会委員歴 18 年 

 

 吉 田 秀 吉  郡山市三穂田町 
 

多年にわたり郡山市農業委員会委員として、本市の農業振興に

寄与された功績 

◎郡山市農業委員会委員歴 15 年 

 

 須 佐 喜 夫  郡山市池ノ台 
 

多年にわたり郡山市固定資産評価審査委員会委員として、本市

の市政振興に寄与された功績 

◎郡山市固定資産評価審査委員会委員歴 33 年 

 

 太 神 和 廣  郡山市深沢二丁目 
 

多年にわたり郡山市予防接種健康被害調査委員会委員として、

本市の保健衛生の向上にに寄与された功績 

◎郡山市予防接種健康被害調査委員会委員 28 年 



 

郡山市特別表彰受賞者 
敬称略・順不同 

 

 

〔市外在住者功労〕 
 

中 村 よ ね  沖縄県 
 

沖縄県初の女性税理士として活躍され、男女共同参画社会の実

現に向けた社会活動に尽力されるとともに、多年にわたり本市

と沖縄との架け橋として交流促進に寄与された功績 

 

船 山   隆  東京都 
 

音楽学者・現代音楽研究家として世界的に活躍されるとともに、

郡山市図書館名誉館長を務めレクチャーコンサートを企画する

など本市の音楽文化の発展に寄与された功績 

 

小 泉 武 夫  東京都 
 

発酵学・醸造学の第一人者として全国的に活躍され、我が国の

農学と食文化の発展に尽力されるとともに、講演会等を通じて

本市の食や発酵産業の振興に寄与された功績 

 

鈴 木 眞 雄  福島県 
 

多年にわたり首都圏を代表する料理人として活躍されるととも

に、料理教室等を通じて本市の食文化の発展と特産品等の魅力

発信に寄与された功績 

 

古 川 日出男  東京都 
 

作家・舞台演出家として全国的に活躍されるとともに、講演会

や若者の創作活動支援等を通じて本市の文学・芸術の振興に寄

与された功績 

 

GRe4N BOYZ  本市ゆかりのアーティストとして全国的に活躍されるとともに、

復興の灯火プロジェクトや本市市政施行 100 周年記念楽曲の

制作に尽力し、本市の音楽文化の発展に寄与された功績 

 

〔教育・文化興隆の功労〕 

 

大 河 峯 夫  郡山市富田町 
 

多年にわたり郡山地方史研究会会長及び郡山地方史研究団体

連絡協議会会長として歴史研究や保存活動及び普及に貢献す

るとともに、郡山市史編さん委員会委員として本市の教育の振

興発展に寄与された功績 

 

國 分 重 信  郡山市台新一丁目 
 

多年にわたり郡山市文化団体連絡協議会会長等を歴任される

とともに、郡山演劇鑑賞会会長として演劇活動の普及に努め本

市の芸術文化の振興発展に寄与された功績 

 

 

〔産業振興の功労〕 

 

村 田 久 男  郡山市逢瀬町 
 

多年にわたり郡山市森林組合代表理事組合長として、林業の振

興発展に寄与された功績 

 

澁 谷 重 二  郡山市八山田五丁目 
 

多年にわたり郡山地区商工会広域協議会会長及び郡山市富久

山町商工会会長として、本市の商工業の振興に寄与された功績 

 

永 山   忍  郡山市鶴見坦三丁目 
 

多年にわたり郡山トラックセンター事業協同組合理事長等と

して、地域運送業の振興に寄与された功績 

 

 

〔保健衛生の功労〕 
 

土 屋 繁 之  郡山市七ッ池町 
 

多年にわたり郡山医師会会長として、地域医療の発展と市民の

健康保持に寄与された功績 

◎郡山医師会会長歴 8 年 

 

 

 



 

 内ヶ崎 ツ ネ  郡山市長者二丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力

し、地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 25 年５月 

 

 佐 藤 マサ子  郡山市大槻町 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力

し、地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 25 年５月 

 

 伊 藤 信 一  郡山市日和田町 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力

し、地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 25 年５月 

 

 山 﨑 髙 子  郡山市昭和一丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力

し、地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 25 年５月 

 

 今 泉 志津子  郡山市桑野二丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力

し、地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 25 年５月 

 

 國 分 光 代  郡山市開成二丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力

し、地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 25 年５月 

 

 宮 川 恵 子  郡山市桑野二丁目 
 

多年にわたり地区保健委員として、保健衛生事業の発展に尽力

し、地区住民の健康づくりに寄与された功績 

◎地区保健委員歴 25 年５月 

 

※上記の他、1 名（地区保健委員歴 25 年５月）が受賞されますが、御本人の希望に

より氏名等は非公表とさせていただきます。 

 

〔交通安全の功労〕 

 

橋 本 喜 六  郡山市芳賀三丁目 
 

多年にわたり郡山地区交通安全協会方八町支部支部長として、

交通安全意識の高揚と団体の育成に寄与された功績 

 

 

〔水災・火災等防護の功労〕 

 

二 瓶 重 信  郡山市湖南町 
 

郡山市消防団副団長及び郡山市消防団団長を歴任し、多年にわ

たり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 46 年 

 

日 下 和 彦  郡山市桜木一丁目 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 42 年 11 月 

 

栁 沼 兵一郎  郡山市田村町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 43 年 

 

橋 本 行 正  郡山市富久山町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 35 年 

 

矢 部 憲 一  郡山市田村町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 39 年 

 

日下部 勝 喜  郡山市片平町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 38 年 



 

伊 藤 貞 栄  郡山市逢瀬町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 41 年 

 

反 田 精 一  郡山市片平町 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 26 年 

 

村 上 秀 和  郡山市横塚一丁目 
 

郡山市消防団分団長及び郡山市消防団副団長を歴任し、多年に

わたり水災・火災の防護に寄与された功績 

◎消防団員歴 30 年 

 

 

〔私財等の寄附〕 

 

大 坂 陽 司  東京都葛飾区 
 

郡山市地方創生応援寄附金へ多額の寄附をし、本市のスポーツ

の振興に寄与された功績 

 

山 田 晃 久  神奈川県横浜市 
 

こおりやま応援寄附金へ多額の寄附をし、本市の農業の振興に

寄与された功績 

 

米 村 幸 展  東京都中央区 
 

郡山市地方創生応援寄附金へ多額の寄附をし、本市のスポーツ

の振興に寄与された功績 

 

河村電器産業株式会社 代表取締役社長 水野 一隆 

愛知県瀬戸市 
 

企業版ふるさと納税へ多額の寄附をし、本市の産業振興に寄与

された功績 

 

〔町内会長としての功労〕 

 

古 川 將 男  郡山市細沼町 
 

多年にわたり町内会長として、町内の融和と地域の振興に寄与

された功績 

◎町内会長歴 10 年５月 

◎金透駅前方部町内会連合会長歴 ７年５月 

 

藤 橋 大吉郎  郡山市日和田町 
 

多年にわたり町内会長として、町内の融和と地域の振興に寄与

された功績 

◎町内会長歴 10 年５月 

◎日和田町町内会長協議会長歴 ８年５月 

 

後 藤 秋 夫  郡山市熱海町 
 

多年にわたり町内会長として、町内の融和と地域の振興に寄与

された功績 

◎町内会長歴 12 年 6 月 

◎熱海町行政区長会長歴 ４年５月 

 

佐久間 喜 重  郡山市富久山町 
 

多年にわたり町内会長として、町内の融和と地域の振興に寄与

された功績 

◎町内会長歴 15 年５月 

 

齋 藤 淳 宏  郡山市中町 
 

多年にわたり町内会長として、町内の融和と地域の振興に寄与

された功績 

◎町内会長歴 15 年２月 

 

 

〔納税貯蓄組合長としての功労〕 

 

佐 藤 卓 哉  郡山市鶴見坦三丁目 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合組

織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 24 年 11 月 
 



 

佐久間 京 子  郡山市田村町 
 

多年にわたり納税貯蓄組合長として、納税意識の高揚と組合組

織の充実に寄与された功績 

◎納税貯蓄組合長歴 24 年９月 

 

 

〔行政相談委員としての功労〕 

 

梁 取 由 紀  郡山市大槻町 
 

多年にわたり行政相談委員として、国等の行政に関する相談業

務に尽力し市民生活の安定に寄与された功績 

◎行政相談委員歴 23 年５月 

 

 

 

郡山市文化功労賞受賞者 
敬称略 

 

 

〔書道を通じ、文化芸術の振興発展に寄与〕 

 

齊 藤 溪 龍  郡山市安積町  
  

多年にわたり書道家としての活動を行う傍ら、書道教室や書道

展を開催し、書道の普及発展と団体育成に取り組むとともに、

郡山書道連合会名誉会長や福島県書道協会審査会員を歴任する

など、本市の文化芸術の振興発展に尽くされた功績 



 

郡山市教育功労者表彰受賞者 
敬称略・順不同 

 

 

〔学校教育〕 
 

仲 村   巧   郡山市鳴神三丁目 
  

小学校長を退職するまでの長きにわたり、一人ひとりの児童が自立し自

己実現できる人間力と学力の向上を目指し、学ぶことが楽しい児童の育

成に努め、退職後は小学校の教科専門員として身近な自然の面白さを学

ぶ意欲につなげる授業に取り組むなど、学校教育の振興発展に尽くされ

た功績 

 

圓 谷    円   郡山市鶴見坦一丁目 
 

小学校長を退職するまでの長きにわたり、「確かな学力と心豊かな児童

の育成」を目標に、教科と図書館教育、道徳教育の横断的関連的指導

の推進を核とした学校経営を行い、退職後は社会教育指導員として講

座等で指導助言にあたるなど、学校教育の振興発展に尽くされた功績 

 

佐 藤  常 雄   郡山市台新二丁目 
 

小学校長を退職するまでの長きにわたり、教職員の職務意識を高め確か

な学力の向上と豊かな心の育成を重点に教育活動を推進し、家庭や地域

に信頼される学校経営の推進に尽力するなど、学校教育の振興発展に尽

くされた功績 

 

阿 部   博   須賀川市あおば町 
 

中学校長を退職するまでの長きにわたり、生徒一人ひとりの個性を伸

ばす教育の充実を目標に学習指導、生徒指導及びキャリア教育を充実

させた学校経営を推進するとともに、東日本大震災直後の対応や復興

に向けた施策を展開するなど、学校教育の振興発展に尽くされた功績 

 

大 槻   誠   郡山市安積町 
 

多年にわたり小学校の学校医として、定期健康診断、健康相談、日常

の生活指導等を行うとともに、学校保健衛生の改善等に関する適切な

助言、指導を通して地域保健の推進に努めるなど、学校保健の向上に

尽くされた功績 

 

 

神 田  尚 孝   郡山市鶴見坦一丁目 
 

多年にわたり小学校の学校医として、定期健康診断、健康相談、日常

の生活指導等を行うとともに、学校保健衛生の改善等に関する適切な

助言、指導を通して地域保健の推進に努めるなど、学校保健の向上に

尽くされた功績 

 

佐 久 間  啓   郡山市咲田二丁目 
 

多年にわたり中学校の学校医として、定期健康診断、健康相談、日常

の生活指導等を行うとともに、学校保健衛生の改善等に関する適切な

助言、指導を通して地域保健の推進に努めるなど、学校保健の向上に

尽くされた功績 

 

北 見  元 造   郡山市安積町 
 

多年にわたり中学校の学校歯科医として、生徒の虫歯予防や口腔衛生、

予防治療等に関する歯科保健指導を行うとともに、歯科衛生思想の啓

発を通して地域歯科保健の推進に努めるなど、学校歯科保健の向上に

尽くされた功績 

 

 

〔社会教育〕 

 

髙 橋  正 好   郡山市菜根三丁目 
 

多年にわたり合唱団の会長として、音楽文化の振興発展に取り組むと

ともに、郡山市文化団体連絡協議会及び郡山市民文化祭実行委員会事

務局長として、加盟団体の活動を活発ならしめるよう各種事業の運営

と発展に貢献するなど、文化の振興発展に尽くされた功績 

 

重 川  守   郡山市安積町 
 

多年にわたり安積町の郷土史研究に取り組み、安積町郷土史研究会会長

及び顧問として会の存続と発展に尽力するとともに、市指定重要無形民

俗文化財「笹川のあばれ地蔵」保存会会長として地域の歴史文化継承に

寄与するなど、文化の振興発展に尽くされた功績 

 

佐 藤  久 男   郡山市大槻町 
 

多年にわたり高齢者の生涯教育の重要性を認識し、ノートパソコンを中

心とした高齢者向けのＩＴ教室を開催し、パソコンの基本的な取り扱い

方法やパソコンの果たす役割等を丁寧に指導するなど、社会教育の振興

発展に尽くされた功績 



 

唐橋 美津子   郡山市並木一丁目 
 

多年にわたり郡山市少年センター補導員として、年間を通しての補

導活動に取り組むとともに、市補導員会理事等を務め、青少年の健

全育成と非行防止活動に尽力するなど、社会教育の振興発展に尽くさ

れた功績 

 

大 橋  道 男   郡山市片平町 
 

多年にわたり郡山市少年センター補導員として、年間を通しての補

導活動に取り組むとともに、市補導員会理事及び街頭補導委員長等

を務め、青少年の健全育成と非行防止活動に尽力するなど、社会教育

の振興発展に尽くされた功績 

 

 

〔体  育〕 

 

岩 間  裕 子   郡山市大槻町 
 

多年にわたり郡山グラウンド・ゴルフ協会会長等としてスポーツ普及

の発展のために尽力し、安全安心なスポーツ活動を推進するとともに、

福島県グラウンド・ゴルフ協会会長を歴任し、体育の振興発展に尽く

された功績 

 

管 野  達   郡山市菜根三丁目 
 

多年にわたり郡山商工スポーツ協会理事長等として、大会運営を支え

るとともに、積極的に郡山体育協会と連携等を行い、多くのチームと

関わることにより市の野球人口の維持や増大に寄与するなど、体育の

振興発展に尽くされた功績 

 

安 達  彰 廣   郡山市安積町 

 
多年にわたり安積剣道スポーツ少年団の指導者等として情熱を注ぐと

ともに、福島県剣道連盟常任理事等を務め、日本の伝統文化である剣

道の普及を積極的に行い、青少年の健全育成に尽力するなど、体育の

振興発展に尽くされた功績 

 

 

 

 

 

 

郡山市教育関係優良団体表彰受賞団体 
敬称略 

 

 

郡山市おかあさん合唱連盟（会長 山本 恭子） 
 

昭和54年の設立以来、合唱を通じて女性相互の連帯と親睦を図り、

音楽文化の向上に寄与するとともに、加盟団体が出演する「おかあ

さんコーラスまつり」の開催及び郡山市音楽連盟主催の音楽フェス

ティバルに会員が出演するなど、文化の振興発展に尽くされた功績 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

郡山市制施行 100 周年記念表彰受賞者 
敬称略・順不同 

 

 

〔市議会議員〕 

 田 川 正 治   大 城 宏 之   佐 藤 政 喜   久 野 三 男 

近 内 利 男   諸 越   裕   塩 田 義 智   伹 野 光 夫 

 

〔委員会等委員〕 

（委員会委員） 

 小 林 千惠子   髙 野 和 介   中 尾 一 明   松 川 延 安 

 齋 藤 いち子  
 

（各種委員） 

 熊 川 健二郎   鶴 岡 美 果   大 柳 俊 一   二 瓶 光 博 

馬 場 順 子   原   寿 夫   久 米 一 成   古 河 幸 雄 

 橋 本 真 一   濵 津 政 勝   遠 藤 重 佳   七 海 秀 男 

 室 井 一 久   岩 谷 幸 一   三本木 正 光   関   秀 隆 

 野 村 和 子   深 澤 美根子   増 子 善 次 

 

〔町内会長・町内会役員〕 

（町内会長） 

 五十嵐  平   池 田   稔   石 澤 潤 一   伊 藤 好 弘 

 上 野   忠    野   朗   江 藤 和 彦   遠 藤 民 雄 

 大 内 順 一   大  博 人   小 野   昇   神 谷   一 

 郡 司 武 彦   齋 藤 吉 正   佐久間 清 一   佐 藤 富士男 

 佐 藤 文 男   佐 藤 正 敏   鈴 木   繁   鈴 木 忠 好 

 鈴 木 正 喜   鈴 木 光 二   関 場   清   鳥 畑   正 

 根 本 昭 一   橋 本 成 光   服 部 健 二   馬 場 英二郎 

古 川 惠 子   降 矢   正   益 子   譽   宗 像 正 吉 

 村 上 悦 子   栁 沼   愑   栁 沼 孝 一   山 田 善 吾 

吉 田 保 雄  
 
（町内会役員） 

  田   稔   石 田 利一郎   伊 野 武 男   岩 本 照 已 

 遠 藤 教 夫   及 川 六 郎   大川   博   大 坂 昭 夫 

 大 竹 ノリ子   大 原 和 夫   大 堀 長 治   片 吉 久 幹 

 川 上 朝 子   菅 野 正 男   菅 野 義 和   國 分 正 喜 

 越 田 敏 和   小 林 幹 雄   齋 川 マリ子   齋 田 敏 夫 

 佐々木 春 美   佐 藤 満 子   澁 谷 光 秋   清 水 百 門 

 

 鈴 木 紀 光   鈴 木   守   関 根 利 榮   田 中   貢 

 田 村 三 郎   土 屋 正 美    賀 征 滿   橋 本 信 次 

 橋 本   裕   羽 田 勇 二   平 岡 榮 吉   堀 内   豊 

 本 田   健   村 上   直   矢久保 章壽朗   我 妻 内 匠 

 渡 邉 和 男   渡 邉 辰 雄   渡 邊 富 男   渡 辺 政  

 

〔納税貯蓄組合役員〕 

 橋 本 文 男   渡 邉 清 美  

        

〔統計調査員〕 

 片 田 尚 子   加 藤 玲 子   椎 根 善 一   柴 田 夏 江 

 先 崎 文 子   傳   お    七 海 重 義   根 本 美津子 

 畠   千    本 田   久   雪 下 法 子   渡 邉 淸 江 

 

〔水災・火災等の防護に寄与された方々〕 

（消防団員） 

 青 山 直 栄   赤 沼 将 悟   阿 部 秀 樹   荒 川 勝 博 

 荒 川 幸 輝   安 藤 健 司   安 藤 博 之   石 澤 貴 裕 

 石 田 克 弘   石 田 慶 仁   石 田  康   磯 貝   晃 

 磯 貝   太   伊 藤 幸 治   伊 藤 俊 雄   伊 東 昌 美 

 伊 藤 裕 一   井 上 豊 明   今 泉 日出吉   入 倉   仁 

 遠 藤 一 男   遠 藤 幸 記   遠 藤 正 樹   大 越 正 徳 

 大 越 睦 美   小 川 篤 志   小 椋 秀 一   鏡 沼 勝 人 

 影 山   実   柏 木 幸 一   片 山 竜 樹   加 藤 和 寿 

 加 藤 雅 浩   菅 野 真 弘   北 島 俊 也   木 伏 和 徳 

 清 野 忠 教   國 井   正   栗 原 貴 洋   小 泉 英 利 

 小檜山 嘉 康   小 山 忠 義   斎 藤   勇   齋 藤 正 紀 

 佐久間 正 和   佐々木 敏 一   佐 藤 和 彦   佐 藤 公 貴 

佐 藤 新 一   佐 藤 太 祐   佐 藤 尚 宏   佐 藤 孝 幸 

佐 藤 辰 也   佐 藤 伸 夫   澤 井 徳 昭   三本菅 啓 一 

鴫 原 純 一   白 木 誠 也   鈴 木 竜 弥   鈴 木 吉 紀 

添 田 新 治   添 田 善 視   滝 田 定 則   滝 田 博 康 

武 田 勝 雪   田 崎 政 則   田母神 慎 一    井 正 典 

土 棚 重 利   東 間 一 夫   中川西 和 浩   中 村 太 一 

西 村 秀 男   新 田 勝 雄   二 瓶 一 敬   二 瓶 秀 一 

二 瓶 章 利   二 瓶 新 一   二 瓶 壽 次   橋 本 英 樹 

橋 本 日 吉   古 川 武 一   星 野 勇 治   増 子 貴 義 

増 戸 洋 一   溝 井 和 彦   武 藤 裕 之   武 藤 正 広 

宗 形 勝 則   村 松 喜一朗   山 口 公 雄   結 城 政 徳 

吉 田 定 喜   吉 田 久 則   吉 田 秀 信   吉 田   誠 



 

吉 田 正 明   吉 田 喜 則   良 田 龍一郎   渡 邉 健 児 

渡 邉 広 平   渡  貴 之   渡 邉 武 洋   渡 邉 親 慶 

渡 邉 宏 喜   渡  正 美 
 

（分団長以上） 

 青 栁 忠 行   青 山 光 彦   厚 海 裕 次    川 広 志 

 安 部 和 幸   阿 部 隆 志   阿 部 雅 徳   阿 部 義 和 

  川   肇   安 藤 篤 志   飯 田 史 顕   飯 村 昌 基 

 池 上 宏 則   石 井 孝 尚   石 井   昇   石 井 正 茂 

 石 田 伸 司   石 田 義 明   磯 貝 邦 夫   伊 藤 敏 宏 

 伊 東 利 之   伊 藤   博    伊 藤 浩 之   伊 藤   誠 

 伊 野 竜 司   猪 越 路 範   猪 又 康 臣   岩 﨑 博 一 

 岩 崎 博 幸   岩 本 幸 久   遠 藤 貴 志   遠 藤 隆 則 

 遠 藤 友 和   遠 藤   博   遠 藤 康 晴   遠 藤 洋 祐 

 大 内 健 広   大川原   潤   大 木   正   大久保   博 

 大 越 英 樹   大 場   浩   大 山 智 一   大和田 幸 雄 

 岡 部 貴 浩   岡 部 吉 広   小 椋 正 人   小 田 真 司 

小 原   剛   小 原 俊 之   折 笠 義 秋   笠 間 直 一 

片 山 哲 也   金 澤 康 信   神 尾 卓 也   河 治   徹 

 野 克 樹   木 伏 伸 一   木目沢   勉   熊 田   宏 

熊 田 良 司   熊 田   弥   倉 元 秀一郎   桑 原 清 行 

桑 原 正 浩   国 分 謙 介   國 分 長 之   國 分 寿 樹 

國 分 雄 一   小 林 正 寿   小 山 庄 一   近 藤 尚 宏 

西 條 雄 市   齋 藤 典 宏   榮   宏 樹   相 樂 誠 英 

相 良   源   作 田 壽 久   佐久間   猛   佐久間 宏 治 

佐久間 嘉 秀   佐々木 和 仁   佐 藤 一 彦   佐 藤   清 

佐 藤   卓   佐 藤 輝 男   佐 藤 英 一   佐 藤 博 保 

佐 藤 文 徳   澤 田 文 仁   三 瓶 淳 一   三 瓶 富志雄 

三本木   淳   三本菅 忠 和   塩 田 数 馬   宍 戸 孝 光 

澁 谷 明 弘   菅 井 正 雄   鈴 木 和 弥   鈴 木 伸 一 

 鈴 木   透   鈴 木 万佐知   鈴 木 光 義   高 木 良 夫 

 髙 田 清 信   髙 橋 久 則   髙 橋 英 樹   高 原 勝 一 

 滝 田 一 樹   瀧 田 吉 宏   田 中 謙 一   田 中 眞 一 

 田母神 知 広   千 葉 直 也   塚 原 裕 二   遠 山 貴 洋 

 中 條 真 也   仲 田 友 裕   中 村 淳 一   中 村 新 一 

 中 山 和 美   中 山 昇 一   名 木   功   七 海 和 也 

 七 海 貴 弥   仁井田   剛   二階堂 卓 也   二 瓶 主  

 二 瓶 節 夫   野 内 勝 志   野 内 美 正   野 﨑 淳 一 

  賀 浩 一   橋 本 恵 継   橋 本 勝 雄   橋 本 一 夫 

 橋 本 勝 典   橋 本 光 志   橋 本 貴 志   橋 本 友 勝 

 

 橋 本 典 彦   橋 本 春 朝   橋 本   学   橋 本 泰 基 

 橋 本 仁 宏   長谷川 幸 広   波田野 勝 吉   服 部 和 美 

土 生 光 浩   濱 尾 文 博   原 田 和 季   人 見 秀 行 

平 栗 辰 也   蛭 田 政一郎    田 直 人   舟 橋 俊 介 

古 川 清 人   古 川   誠   古 川 祐 一   古 川 善 彦 

星   周 道   星   昭 次   星   英 一   星   真 弘 

堀 田 耕 司   本 田 英太郎   本 田 健 治   本 田 俊 一 

本 田 英 郎   本 田 征 男   増 子 一 夫   松 井 弘 幸 

松 岡 孝 典   松 崎 正 市   松 崎 良 紀   松 本 聖 志 

真 舩 公    三 浦 敏 雄   三ツ井 健 一   宗 像 勝 彦 

宗 像 昌 宏   宗 像 昌 嘉   宗 像   衛   村 上 易 則 

村 越 太功実   森 茂 宗 一   門 馬 輝 雄   栁 内 秀 一 

栁 沼   泉   栁 沼   智   栁 沼 将 徳   八 代 武 彦 

八 代 光 輝   安 田 伸 也   栁 田   崇   矢 吹 大 樹 

山 本 一 樹   横 山 博 司   吉 田 弘 幸   吉 田   誠 

吉 田   勝   吉 田   学   吉 成 善一郎   力 丸 岳 大 

若 杉 直 樹   若 林 英 生   渡 邉 英 治   渡  一 紀 

渡 邉 一 博   渡 辺 健 一   渡 邉 康 一   渡 邉 敏 視 

渡 部 大 輔   渡 邉 剛 典   渡 邉 知 也   渡 部 久 博 

渡 邊 洋 志   渡 邉 正 樹   渡 邉 正 律   渡 邉 正 憲 

渡 邉 康 博   渡  祐 一   渡 辺 吉 浩 
 

（その他水災、火災等の防護の活動に貢献し功績が顕著な方） 

 斎 藤 恭 紀 

 

〔地域経済の発展向上に寄与された方々〕 

（商工業の発展） 

有 馬 賢 一   飯 島 成 一   伊 藤 清 郷   今 泉 守 顯 

大 山   司   小 川 則 雄   川 島   忠   黒 田 陽 一 

清 水 正 藏   鈴 木 幸 雄   滝 田 康 雄   橋 本 州 榮 

星   寅 夫   宗 像 正 之   渡 邉 一 利 
 

（職業訓練指導員） 

 大 橋 弘 信   大 桃 勝 治   木目沢 文 雄   草 野 今朝義 

三 瓶 一 夫   松 本 次 夫   渡 辺 文 夫 
 

（農林業の生産振興） 

橋 本 剛 一   宗 形 義 久 

 

 

 

 



 

〔市民福祉、健康の向上に寄与された方々〕 

（保健委員） 

 秋 田 陽 子   秋 保 礼 子   安 藤 元 美   石 井 榮 子 

石 田 一 博   板 垣 廣 子   市 川 豊 子   伊 藤 文 子 

江 川 國 夫   遠 藤 たけ子   岡 部 純 子   片 岡 しのぶ 

久保田 たか子   黒 丸 和 子   國 分 喜美子   國 分 信 義 

 國 分 眞理子   國 分 光 子   佐々木 好 子   佐 藤 和 子 

佐 藤 惠 子   佐 藤 サチ子   佐 藤 トミ子   佐 藤 友 美 

佐 東 富士夫   三 瓶 里 美   白 石 定 義   鈴 木 ム ツ 

清 野 美千子   千 葉 絹 江   七  美代子   西 舘 光 枝 

 額 賀 威佐尾   深 澤 和 枝   眞 木 繁 男   増 子 芳 満 

村 田 道 子   八 城 久美子   八 旗 ヤ ス   山 岸 孝 一 

吉 田 記滿枝 
 

（学校医等） 

 安 藤 尚 広   飯 森 裕 一   石 井 経 久   市野澤 正 和 

 伊 藤 克 紀   井 上 文美子   今 村 一 路   磐 田   茂 

 宇佐見 啓 治   大 槻 好 正   大  健 夫   大 野 雅 子 

 川 名 冬 彦   菊 地 浩 也   北 畠 秀 樹   君 塚 佳 宏 

 車 田 和 彦   佐久間 弘 子   佐久間 盛 徳   佐 藤 和 則 

 佐 藤 功 一   佐  健 仁   志 岐 由利子   鈴 木 進 一 

 鈴 木 博 文   鈴 木 啓 之   髙 橋 正 晃   髙 橋 美奈子 

 田 中 康 博   外 島   篤   永 井 光 男   西 川 哲 郎 

 橋 本 直 樹   古 田 倫 郎   堀   弘 樹   牧     正 

 宮 本   一   務 川   靖   武 藤 俊 介   宗 像 健 児 

 村 上 良 一   栁 沼 克 彦   矢 内 康 一   八 幡 公 章 

 山 口   仁   山 田 善之進   山 田 祐 爾   横 田 いずみ 

 横 田 高太郎   横 田 昌 彦   渡 邉 美佳子  
  

（民生委員児童委員） 

 遠 藤 規 子   草 野 佐代子   車 田 喜美江   坂 本 多賀子 

 佐々木 悦 子   佐 藤 彰 宏   髙 濟 和 広   土 屋 郁 子 

 内  由美子   中 島 洋 子   濱 尾 和 子   藤 井 征 子 

 渡  政 子 
 

（ボランティア活動） 

 岩 崎 幸 子   遠 藤 貞 子   近 藤 牧 子   橋 本 ハツ子 

 橋 本 礼 子   本 田 アサ子   松 﨑 喜 子   渡 邉 き い 
 

（その他市民福祉、健康の向上に寄与された方々） 

  名 房 雄   太 田 健 三   吾 妻 利 雄   坂 本 順 子 

 塩 野 美紀子   松 本 美津子   吉 岡 利 恵   品 竹 悦 子 

 

こおりやま日本語教室 

 

〔自然環境の保全に貢献された方〕 

（道路環境の美化） 

 田母神 孝 子 

 

〔文化体育の向上に貢献された方々〕 

（文化芸術の振興） 

大 木 恭 子   佐々木 晴 美   佐 藤 文 吉   野 崎  男 

 城 喜美子   本 橋 義 彰   山 崎 建 夫   渡  紘 一 
 

（文化財の保護） 

笹川のあばれ地蔵保存会         高柴の七福神踊り保存会 

横沢の麓山まつり保存会 
 

（スポーツの振興） 

浅 野 文 子   石 井   進   石 田 慶 節   佐久間 俊 男 

齋 藤 一 郎 
 

（その他文化の向上に貢献された方々） 

 安 藤 希理子   宍 戸 みゆき   本 田 あゆみ   佐 藤 朋 子 

 郡山市立郡山第一中学校         郡山市立郡山第七中学校 

 郡山市立橘小学校 

 

〔市制施行 100 周年にあたり市勢発展に貢献された方々〕 

（市内で 100 年以上活動している企業等） 

安積野菓子処 平田屋          熱海温泉合資会社 

一般財団法人 太田綜合病院       医療法人 高義会 根本医院 

医療法人 明信会 今泉眼科病院     お菓子処 かど屋 

学校法人 今泉学園 今泉服飾専門学校  株式会社 青木商店 

株式会社 あらい屋製麺所        株式会社 一力旅館 

株式会社 大友パン店          株式会社 小野屋 

株式会社 柏屋             株式会社 グリーンラボ 

株式会社 佐藤塗装店          株式会社 髙松靴店 

株式会社 男子専科アオキヤ       株式会社 原商店 

株式会社 日和田中村屋         株式会社 福島民報社 郡山本社 

株式会社 福豆屋            株式会社 宝来屋本店 

株式会社 みずほ銀行 郡山支店   神山味噌醤油店 

公益財団法人 湯浅報恩会      郡山信用金庫 

郡山電工 株式会社     郡山冷蔵製氷 株式会社 

笹の川酒造 株式会社       佐藤 株式会社 

三英堂事務機 株式会社         高柴デコ屋敷 彦治民芸 



 

デコ屋敷 本家大黒屋                    ながやま青果店 

日東紡績 株式会社 富久山事業センター      日本化学工業 株式会社 福島第一工場 

橋本広司民芸                            福内合名会社 

福田誠貫堂                              伏見屋ガラス店 

保土谷化学工業 株式会社 郡山工場      本家恵比寿屋 

丸栄ふとん店                  森 株式会社 

有限会社 阿部こうじ店         有限会社 上村食堂 

有限会社 菊屋茶舗           有限会社 京香 

有限会社 佐藤酒造店          有限会社 樹松園 

有限会社 正円堂            有限会社 芙蓉堂シマ薬局 

有限会社 山城屋旅館          有限会社 吉田畳店 

有限会社 和久屋            有限会社 渡辺酒造本店   

 

（セーフコミュニティ活動に貢献された方） 

 寺 西   寧 

 

（SＤＧｓ活動に貢献された方々） 

 小 林 伸 吾   五 味   馨   根 本 喜代江   安 村 誠 司 

 

（地域経済の発展に貢献された方） 

 開成山フロンティアパートナーズ 

 

（文化の向上に貢献された方々） 

 郡山女子大学短期大学部         高倉人形浄瑠璃座    

 

（市への寄附） 

 一般社団法人茶道裏千家淡交会郡山支部      王子建設株式会社 

 株式会社機電エンジニアリング            株式会社ニノテック 

 グンダスト事業協同組合         県中環境クリーン協同組合 

 郡山あさかライオンズクラブ       郡山市民踊りと唄の会 

 郡山茶商組合                            国際ソロプチミスト郡山 

 にこっと・ねっとわ～く実行委員会     

 

（その他市勢進展に寄与された方々） 

 瀬 戸 晥 一   鍋 倉 眞 一   橋 本  男 

 

 

〔郡山市史編さん事業功労者感謝状贈呈〕 

敬称略・順不同 

 

淺 野 隆 夫   浅 里 和 茂   石 坂 博 明   市 岡 綾 子 

伊 藤 喜 良   伊 藤 光 子   大 河 峯 夫   菊 地 芳 朗 

功 刀 俊 洋   桑 野   聡   國 分 重 信   小 林   徹 

佐久間 道 子   佐 藤 和 司   佐 藤 愛 未   髙 橋 康 彦 

滝 田 文 夫   田 中 秀 樹   徳 竹   剛   長 林 久 夫 

橋 本 禎 子   初 澤 敏 生   日比野   巧   藤 野 美都子 

藤 原   遥   松 崎 太 亮   村 上 光 市   柳 田 和 久 

山 形 敏 明   山 口 哲 蔵   山 田 英 明 
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料

全席指
定

けんしん郡山文化センター　大ホール

11月3日11月3日2024年2024年 （日・祝）（日・祝）

指 揮
佐藤  守廣

［郡山市音楽文化アドバイザー］
指 揮

本名   徹次
［郡山市フロンティア大使］

郡山市制施行100周年記念式典

"音楽都市こおりやま"市民音楽祭主催行事

● 交響曲第6番「田園」より第1楽章

● あれが 阿多多羅山
　

● 交響詩「ローマの松」

作曲：ベートーヴェン

作曲：レスピーギ

作詞：高村光太郎
作曲：湯浅譲二

オーケストラコンサート● Believe

● 群青

● カンタータ「土の歌」より　大地讃頌

● キセキ

● 市制施行100周年記念楽曲

● 安積野

● 交響曲第9番「合唱付き」より第4楽章

合唱コンサート

作詞・作曲：杉本竜一

作曲：小田美樹　編曲：信長貴富

作詞：大木惇夫　作曲：佐藤眞

作詞・作曲：GReeeeN

作詞・作曲：GRe4N BOYZ

作詞：倉木文緒　作曲：須田くにお

作曲：ベートーヴェン

10
0周

年メ
モリ
アルオ

ーケストラが出演！100周
年メモリアル合唱団が出

演！

Sato Tatsuyac

「合唱コンサート」
「オーケストラコンサート」

指揮者：佐藤 守廣
指揮者：本名 徹次
指揮者：佐藤 守廣
指揮者：本名 徹次

「合唱コンサート」
「オーケストラコンサート」

10：10開場 
14：40開場 

11：00開演 
15：30開演 

10：10開場 
14：40開場 

11：00開演 
15：30開演 

主催／郡山市
お問合せ：郡山市文化スポーツ部文化振興課
TEL.024-924-2661（平日8:30～17:15）

Photo by

※曲目や曲順は変更になる場合があります。



東京藝術大学音楽学部声楽科卒業、同大学
院修士課程オペラ専攻修了。在学中に安宅
賞受賞。ザルツブルクモーツァルテウム大
学修士課程歌曲･宗教曲科を最優秀の成績
で修了。二期会オペラ研修所第59期マス
タークラス修了時、優秀賞および奨励賞を
受賞。第60回全日本学生音楽コンクール
大学・一般の部全国大会入選。第18回日仏
声楽コンクール第２位受賞。二期会ニュー
ウェーブ・オペラ劇場『アルチーナ』タイト
ルロールで二期会デビュー以降『蝶々夫
人』『サロメ』『ルル』などの二期会公演にて
それぞれタイトルロールのカヴァーキャ
ストを務め、2023年4月日本初演となっ
た東京二期会コンチェルタンテ・シリー
ズ『平和の日』にマリア役で主演したほか、
同『タンホイザー』エリーザベト役で出演。
NHK-FMへの出演や主要管弦楽団との共
演、宗教曲等のソロでも活躍している。
2024年10月『影のない女』皇后役で主演
予定。二期会会員。

渡邊　仁美
ソプラノ
Hitomi Watanabe
Soprano

東京藝術大学声楽科、同大学院オペラ科
修了。二期会オペラ研修所修了時に優秀
賞を受賞。文化庁在外研修員として渡伊。
ミラノ・ヴェルディ音楽院大学院オペラ
科を満点首席修了。キジアーナ音楽アカ
デミーに合格しレナート・ブルゾン氏に
師事。ボルゴ・ムージカの招待により、ロー
マにてソロ・リサイタルを開催。ミラノに
て日伊国交150周年記念式典のソリスト
を務める。チェコ・フィルハーモニー管弦
楽団、イタリア・ロンバルディア・マンドリ
ン・オーケストラ、日本フィルハーモニー
交響楽団、大阪フィルハーモニー交響楽
団、藝大フィルハーモニア管弦楽団等と
共演。著書に、『カーザ・ヴェルディ：世界一
ユニークな音楽家のための高齢者施設』
（ヤマハ出版）がある。フジテレビの特別番
組に声楽家審査員として出演。一般社団
法人OFFICE MUSICUS代表、二期会オペ
ラ研修所声楽講師、桜美林大学声楽科非
常勤講師。横浜市長賞受賞。二期会会員。

藤田　彩歌
メゾソプラノ
Ayaka Fujita
Mezzosoprano

東京藝術大学卒業。同大学院修士号及び
博士号取得。オペラでは新国立劇場・東京
二期会を中心に活躍。主な公演に『フィデ
リオ』フロレスタン役（東京二期会、大植
英次指揮・深作健太演出／京都ロームシ
アターオープニング公演、下野竜也指揮・
三浦基演出）、『ローエングリン』表題役
（びわ湖ホールオペラ、沼尻竜典指揮・粟
國淳ステージング／二期会、準メルクル
指揮・深作健太演出）、『蝶々夫人』ピン
カートン役（二期会、バッティストーニ指
揮・宮本亞門演出・高田賢三衣装）、『トロ
ヴァトーレ』マンリーコ役（二期会、バッ
ティストーニ指揮・マリアーニ演出）、松
村禎三『沈黙』ロドリゴ役（新国立劇場、下
野竜也指揮・宮田慶子演出）、團伊玖磨『夕
鶴』与ひょう役（新国立劇場、高関健指揮・
栗山民也演出）等がある。コンサートでも
数多くのプロオーケストラとヘンデルか
らロイド＝ウェバーまで幅広い作品で共
演。愛知県立芸術大学教授。二期会会員。

小原　啓楼
テノール
Keiro Obara
Tenor

静岡県出身。東京藝術大学、カールス
ルーエ音楽大学から修士号を授与され
る。文化庁派遣芸術家在外研修員。
コンサートにおける交響曲・宗教曲の独
唱者としてだけでなく、オペラの分野に
おいてもラインスベルク・シュヴェッ
ツィンゲン・ルートヴィヒスブルク等の
ドイツ主要音楽祭、日本では新国立劇
場・日生劇場・兵庫 PAC・東京二期会・名
古屋二期会、藤沢市民オペラ、ひろしま
オペラルネッサンス、愛知祝祭管弦楽団
等の各プロダクションで活躍。
日本音楽コンクール入選、“ヴァーグナー
の声”国際声楽コンクール入選、五島記念
文化賞オペラ新人賞、藤沢オペラコン
クール第一位・福永賞、松田トシ賞、名古
屋音楽ペンクラブ賞等受賞多数。
愛知県立芸術大学准教授、名古屋音楽大
学非常勤講師。二期会会員、日本演奏連
盟会員。

初鹿野　剛
バリトン
Takeshi Hatsukano
Bariton

指定席チケット申し込み方法

下記のいずれかの方法でお申し込みください。

● インターネット
こちらのフォームからお申込みください。

● 路線バス（福島交通）

アクセス情報

郡山駅前⇔市民文化センター間の路線バスは、こちらのQRコードから発着時刻・運賃検索ができます。
バスの時刻は当日の交通状況によって前後する可能性がございますので、余裕をもってお越しください。

● 郵便はがき

申込受付期間 2024年 8月 1日（木）～ 9月 25日（水）

当日、麓山地区では複数箇所でイベントが予定されています。 太陽メンテナンス麓山立体駐車場（郡山市麓山地区
立体駐車場）の駐車台数には限りがございますので、バス（福島交通）・タクシーなどの交通機関をご利用ください。

https://x.gd/EvYtT

通常はがき1枚で４名までのお申込みが可能です。
代表者様の住所・氏名（ふりがな）・電話番号・メールアド
レス・年齢・性別（任意）、同行者様全員の氏名（ふりがな）・
年齢・性別（任意）、希望する公演時間をご記入ください。

（送付いただいた個人情報は音楽祭の抽選及びチケット発送にのみ使用いたします。 抽選後は本事業が終了した時点で破棄させていただきます。）

郵便はがき

表面 裏面

963-8601

郡
山
市
文
化
振
興
課

１００
代表者の住所

代表者の氏名・電話
番号・メールアドレス・
年齢・性別（任意）

同行者全員の氏名
・年齢・性別（任意）

希望する公演時間

（住所は不要です）

郡山市制施行100周年記念式典 音楽祭音楽祭

周
年

音
楽
祭
担
当 

係
●11:00開演 
●15:30開演

● 両方

のりば　けんしん郡山文化センター向かい側

郡山駅前     市民文化センター 市民文化センター     郡山駅前

のりば　郡山駅前バスターミナル  10番   のりば

のりば　郡山駅前バスターミナル  11番   のりば
JR
郡
山
駅

郡山駅前
バスのりば

バ
ス
案
内
所

11
10 文化通り

地
下
道

けんしん郡山
文化センター

正面入口

※応募多数の場合は抽選となります。　※各公演でそれぞれチケットが必要です。　※座席を指定してのお申し
込みはできません。お連れ様と席が離れる場合もございますので、あらかじめご了承ください。　※当選者の発表
は代表者様への指定席チケットの発送をもってかえさせていただきます。チケットは2024年10月中旬までに
郵送予定です。　※未就学児のご入場及び乳幼児のご同伴はお断りします。　※当日会場内での撮影、録音は
ご遠慮願います。　※この音楽祭はライブ配信や、アーカイブ配信も予定しております。

オーケストラコンサート出演合唱コンサート出演 合唱コンサート出演 合唱コンサート出演
合唱コンサート出演



市制施行100周年記念イベントについて 2024年10月 月例市長記者会見
資料５-１ 政策開発部政策開発課

100周年記念式典を彩る関連行事として、市制施行のシンボルである公会堂を中心とした麓山
周辺において、本市の歴史や文化を感じ、多くの世代が参加できる記念イベントを行う。

期 間 2024(令和６)年11月１日(金)～11月３日(日)

会 場 郡山公会堂、中央公民館、中央図書館

実施内容 各会場の主な実施内容は、以下のとおり

１１月１日（金）
17：00～20：00

１１月２日（土）
10：00～20：00

１１月３日（日・祝）
10：00～16：00

郡山公会堂 18:00頃～
郡山公会堂を彩る
プロジェクションマッピング

13:00～14:30
ファッションショー郡山100年物語

11:30～（受付11:00） ※事前予約
郡山100周年レストラン

BBBB＆市内小中学生による演奏行進
15:00～16:00
郡山市を知る〇×クイズ

中央公民館

11/1は、中央公民館でのイベントは
ありません。

10:30～12:00
親子で身体を動かそう
～楽しい音楽リトミック～

11:00～12:00、15:00～16:00 2回公演
それいけ！アンパンマンショー

子育てエールトーク
ふくしま子育て応援隊

10:00～10:30、14:00～14:30 2回公演
ふくしまキッズマンショー

郡山100年企業ＰＲブース！

（公民館前広場） こおりやま広域圏の特産品等飲食ブース

中央図書館

11/1は、中央図書館でのイベントは
ありません。

10:30～12:00
映画観賞会「100万人の大合唱」

13:30～16:00（受付12:00） ※事前予約
廣木隆一氏(映画監督・本市出身)監督ドラマ
特別上映、監督＆制作陣トークショー

14:00～15:30
映画観賞会「ONE STEP FESTIVAL」

〇

ブラック ボトム ブラス バンド



市制施行100周年記念事業の結果について
｢祝賀花火｣「ＮＨＫのど自慢」

202４年10月 月例市長記者会見
資料５-２ 政策開発部政策開発課

〇

市制施行100周年記念事業として実施した「祝賀花火」「ＮＨＫのど自慢」の開催結果
について報告する。

祝 賀 花 火

市長挨拶

郡山交響楽団 演奏

１ 実施日程 2024年９月16日（祝・月）18:30～19:40
２ 会 場 開成山公園自由広場
３ 来場者数 約２万人※
４ 花火打上数 2,700発
５ 開催内容
（１）開会（オープニングアトラクション）

※開南語りの会 品竹悦子会長と市内小学生児童による語り
（２）市民の歌 斉唱
（３）挨 拶 品川市長
（４）来賓祝辞 廣田 耕一 市議会副議長
（５）郡山市制施行100周年記念楽曲 公開

GRe4N BOYZから楽曲制作に係る直筆メッセージを披露
・GRe4N BOYZ「ゼロ年目からのバインダー」

（６）祝賀花火 実演 ※ミュージックスターマイン
西田敏行氏、箭内道彦氏からの祝賀(音声)メッセージを披露
[花火実演楽曲]
・GReeeeN「キセキ」
・西田敏行「もしもピアノが弾けたなら」
・猪苗代湖ズ
「I love you & I need you ふくしま」
・郡山交響楽団「Jupiter(演奏のみ)」､「情熱大陸」

（７）閉会

花火実演

１ 実施日程 2024年９月29日（日）11:50～13:15
２ 会 場 けんしん郡山文化センター

大ホール
３ 来場者数 約2,000人
４ 応募実績 ①出場 応募総数 733件

当選（予選会出場）数 200組
本戦出場 20組

②観覧 応募総数 2,637件
当選数 1,050件
※１件当たり２名観覧可能

５ 出 演 新沼謙治、相川七瀬
司会：廣瀬智美 ＮＨＫアナウンサー
本戦出場 20組

６ 結 果 ６名が合格
※チャンピオン・特別賞受賞者は、本市出身

Ｎ Ｈ Ｋ のど自慢

本選の様子
チャンピオンに輝いた

古川さん

※「祝賀花火」来場者数の推計方法
データ提供：KDDI・技研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」
調査に用いたデータは au(KDDI)スマートフォンの位置情報ビッグデータ。（au スマートフォンユー
ザのうち、個別同意を得たユーザが対象、かつ個人を特定できない 処理を行って集計された情報）

なおデータには 20 歳未満、およびインバウンド観光利用者のデータは含まれない。







郡山市制施行100周年にあたり、行政による災害対策はもとより、市民一人ひとりが「自らの命は自らが守る」意識を持って、
防災・減災に向けた具体的な取組を進め、地域における防災力及び市民の防災意識の向上を図ることを目的に、「郡山市制施行
100周年記念防災講演会」を開催する。

（１）講 師 片田敏孝 東京大学大学院 情報学環 特任教授
・講演タイトル 「想定を超える災害にどう向かい合えばいいのか ～危機に主体的に備えるために～」

（２）開催日時 11月10日（日）午後１時30分開演（質疑含め２時間程度）

（３）会 場 郡山市役所特別会議室（本庁舎２階）※オンライン（ユーチューブ・ライン）により同時配信等を行う
（市内にお住まいの方や通勤・通学している方はどなたでも視聴可能。配信した動画は、11月11日(月)から１カ月程度配信予定）

（４）会場参加者（予定） 約200名

■これまでの郡山市の災害の振り返り
・1986年８月5日の集中豪雨水害（8.5水害）

・1998年８月27日・28日の集中豪雨水害

・2011年３月11日の東日本大震災

・令和元年東日本台風 など

■近年の災害
・線状降水帯による水害 ・令和６年能登半島地震など

■災害への備え
〇【自助】：市民一人ひとりが求められる災害対策とそのあり方

⇒「自らの命は自らが守る」意識の啓発と、防災・減災に
向けた有効かつ具体的取組の事例紹介とそのあり方

〇【共助】：自主防災組織等による災害対策の先進事例

〇【公助】：行政による災害対策の先進事例紹介とそのあり方

1990（平成2）年 豊橋技術科学大学大学院博士課程修了

1997（平成9）年 群馬大学工学部建設工学科 助教授

2005（平成17）年 群馬大学工学部建設工学科 教授

2010（平成22）年 群馬大学広域首都圏防災研究センター

センター長

2010（平成22）年11月～ 静岡大学 客員教授

2017（平成29）年 東京大学大学院情報学環 特任教授 群馬大学 名誉教授

2019（令和元）年10月～2023（令和5）年11月 日本災害情報学会 会長

※1998（平成10）年８月末豪雨災害における郡山市避難者の避難行動データを

基に、全国初のハザードマップの実証的研究を実施するなど、本市の状況につ

いて熟知。片田先生と本市との関わり等については、別紙１を参照。

※1998（平成10）年８月末豪雨災害については、別紙２を参照。

４ 講師プロフィール３ 講演会内容

２ 開催概要

１ 趣旨等

郡山市制施行100周年記念「防災講演会」について
2024年10月 月例市長記者会見

資料６ 総務部防災危機管理課
建設部河川課

オンラインＱＲ



１ 郡山市洪水ハザードマップの改訂の経緯（水防法第15条）

郡山市洪水ハザードマップの改訂経緯等について 別 紙 １

２ 片田敏孝先生と郡山市との関わり

〇1997(平成９)年12月作成 【郡山市洪水避難地図（洪水ハザードマップ）】
昭和61年８月５日台風１０号（８．５水害）による被害を受けて作成

〇2000(平成12)年３月改訂 【郡山市洪水避難地図（洪水ハザードマップ）改訂版】
平成10年８月末の豪雨被害を踏まえた改訂。

〇2013(平成25)年５月改訂 【洪水ハザードマップ、内水ハザードマップ】
内水ハザードマップの追加

〇2020(令和２)年４月改訂 【洪水ハザードマップ】
令和元年東日本台風の被害を踏まえた改訂
阿武隈川、逢瀬川の洪水浸水想定区域を掲載

〇2022(令和４)年４月改訂
県管理河川の五百川、藤田川、谷田川及び笹原川の洪水浸水想定区域を掲載

〇2024(令和６)年４月改訂
県管理河川の桜川、天神川及び八島川の洪水浸水想定区域を掲載

●2000(平成12)年３月改訂 【郡山市洪水避難地図（洪水ハザードマップ）改訂版】
平成10年８月末の豪雨被害を踏まえた改訂

【1997年12月作成版】 【2024年4月改訂版】

1998（平成10）年９月 調査実施
・対象地域 市内阿武隈川・逢瀬川流域

・調査方法 訪問配布、郵送回収
・調査票配布数 2000
・有効回答数 747（回収率 37.4％）

片田敏孝先生による
平成10年８月末豪雨災害における郡山市民の避難行動の実態調査

【調査結果（抜粋）】

ハザードマップを見た住民は、見ていない住民より
平均１時間早く避難開始
⇒ハザードマップにより迅速な避難行動が促されたことなど
日本で初めてハザードマップの具体的な効果が示された

2000年３月ハザードマップ改訂への参画

【2000年3月改訂版】

「郡山市洪水ハザードマップ
検討委員会」の委員としてハ
ザードマップの改訂に尽力

【8.5水害（水門町付近）】



1998（平成10）年は、梅雨明けがないまま東北地方に前線が停滞し、台風第４号が日本の南海上をゆっくりと北上し、台風の接
近に伴い温かく湿った空気が流れ込み、大気の状態が不安定となり、８月26日夜半から県内各地に集中豪雨が発生。

降り始めからの総雨量は、長沼(現須賀川市）で688ｍｍ、白河で656ｍｍに達するなど中通り南部を中心に記録的な大雨となり、
福島県西郷村の真船観測所では、降り始めからの雨量が1,267ｍｍに達し、阿武隈川の氾濫をもたらすなど、阿武隈川流域に多大
な被害をもたらしました。

本市においても、阿武隈川を中心に市内の各河川とも増水し、内水等による工場や住居の浸水、道路冠水、河川護岸崩壊、土砂
災害等が発生しました。

この災害は、８月27日と８月29日から30日にかけての２度にわたる豪雨により、阿武隈川の水位の上昇に伴うピークが２回あり、
郡山市において、一度避難情報が解除された地域に、再び避難情報を発令しています。

１ 災害の概要

1998（平成10）年８月末豪雨災害について 別 紙 ２

主な浸水地域
気象状況等

主な被害状況
郡山市降水量 最高水位

阿武隈川沿川

総雨量 351mm

8月27日 101mm

8月28日 38mm

8月29日 97mm

8月30日 76mm

時間最大雨量 19mm

阿武隈川 8.42m

逢瀬川 3.35m

谷田川 3.70m

半壊2件、一部損壊11件

床上浸水394件、

床下浸水523件

非住家浸水299件

避難所開設数62施設

最大避難者数5,119人

２ 本市の対応

本市では、1996（平成８）年に全面的な見直しを行った地域防災計
画に基づき、全庁的な取り組みのもと、災害応急対策を実施。

防災行政無線やふれあいファックス、インターネットを活用した市
ウェブサイトなどにより、情報を多重に伝達したことや浸水の予想さ
れる地区の危険個所を表示した「洪水ハザードマップ」の事前配布が、
迅速な避難活動を行なううえで、大きな力を発揮した。

平成10年8月末豪雨による水害 （南川付近）

（小原田付近）（阿久津橋付近）



誰もがデジタルの便利さを実感できる「こおりやま」推進中！
2024年 10月 月例市長記者会見
資料７ 政策開発部ＤＸ戦略課

本市では「DX郡山推進計画」に基づき、「行政事務の効率化」「生活の質の向上」「市民サービスの
向上」の３つのビジョンの実現を目指しています。それぞれの直近の取り組みをご紹介します。

 入札参加有資格業者名簿の登録申請
は、業種等の追加により、延べ約
3,２00件を見込む

 原則オンライン申請に変更し、10
月１日から受付開始。「来ない窓
口」の実現

 データで受け付けることにより、
RPAツールで財務会計システムへの
自動登録が可能となり、業務効率化

 多様な市民の皆様を対象としたスマ
ホ教室の開催を通じて、スマホを活
用した生活をサポート

 聴覚障がい者対象の教室では、要約
筆記や手話を取り入れ、基本的な使
い方や便利なアプリ機能を習得

市民サービスの向上生活の質の向上

「入札参加資格審査」申請のオンライン化障がい者向けのスマホ教室を開催

2024年度開催予定（通信事業者との連携開催）
 公民館29施設（年30回、各回定員20人）

 広域自治体6自治体（年11回、各回定員20人）

 社会福祉協議会（年２回、各回定員40人）

 聴覚障がい者向け（年４回、各回定員20人）

 視覚障がい者向け（年２回、各回定員10人）

 シニア向け（年96回、各回定員15人）

▲オンライン申請サービスの申請フォーム

 「RAG機能※」を備えた生成AIを10月
に導入

※RAG(Retrieval Augmented Generation)機能…独
自のデータ（各種計画や庁内向けマニュアルなど）
を参照させた回答を生成することができる機能

 「RAG機能」により、精度の高い回答
生成や、内部事務への応用が可能とな
り、一層の業務効率化を図る

 行政ネットワークのLGWAN環境で利
用可能であり、機密性の高い情報を取
り扱うことができる

行政事務の効率化

「RAG機能」を備えた生成AI導入

▲郡山市の庁内向けマニュアルを参照して生成した回答

2024年２月に導入した「公務員業務専用 Chat 
GPT」も引き続き利用

▲聴覚障がい者向けスマホ教室(10月15・16日)

【10月16日現在】
オンライン申請322件（オンライン率96.1％）



３．対策

(１) ９月４日に備品の適正な管理等の徹底のた

め、学校長あてに通知を発出

「内容」
・４月開催の学校事務説明会時と同様の

適正な備品管理の徹底

・ＰＴＡ等備品の台帳等の整理

・寄附採納手続きの遵守

(２) 全学校長を対象とした説明会の実施

⇒11月７日開催の学校長会議において、公費負

担の原則や、備品管理・寄附採納手続き等に

ついて説明を予定

(３) 教育委員会による学校訪問等の機会を捉え、

物品の適正管理と寄附採納手続きの徹底を図る

(４) 寄附申込の遺漏案件がある場合は、速やか

に、教育委員会において寄附採納手続きを執る

ＰＴＡ費による購入物品の管理について

１．ＰＴＡ購入物品の使用目的と管理の原則

(１)ＰＴＡ活動での使用を目的に購入された物品

⇒ 物品の所有者であるＰＴＡが管理

(２)学校運営や教育課程上での使用を目的に
購入された物品

⇒ 寄附の申込・承認を経て、学校が管理

市財産規則に基く寄附採納手続きが必要

※公費負担の原則：学校教育法第5条
地方財政法第4条の5 等

2024年10月 月例市長記者会見

資料８ 教育総務部 総務課

２．上記原則に係る現状と課題

◆過去５年間、ＰＴＡからの寄附事例なし

市財産規則に基く寄附採納手続きについて、

事務遺漏の可能性有り

⇒ 財産の適正管理と寄附採納手続きの遵守、

徹底のための対策が必要

対

策



オープンデータの定義（オープンデータ基本指針 令和6年7月5日改正）
以下のいずれの項目にも該当する形で公開されたデータ

① 営利目的、非営利目的を問わず二次利用（加工・編集・再配布）
可能なルールが適用されたもの

② 機械判読に適したデータ形式（星３つ以上）

Web創始者ティム・バーナーズ・リーによる「５スターオープンデータの指標
公開レベル（機械判読のしやすさ）５段階」

③ 無償で利用できるもの

オープンデータに取り組む意義
◆行政の高度化・効率化（EBPMとデータ利活用）
◆国民参加・官民協働の推進を通じた諸課題の解決、経済の活性化
◆透明性・信頼の向上（同じ情報をもとに対等な立場など）

官民データ活用推進基本法（平成２８年法律第１０３号）
（国及び地方公共団体等が保有する官民データの容易な利用等）
第１１条 抜粋
国及び地方公共団体は、自らが保有する官民データについて、個人及び法

人の権利利益、国の安全等が害されることのないようにしつつ、国民がイン
ターネットその他高度情報通信ネットワークを通じて容易に利用できるよう、
必要な措置を講ずるものとする。

根拠

オープンデータの定義（デジタル庁）

意義

令和6(2024)年8月30日時点オープンデータ取組済自治体 約85％ 福島県100％（デジタル庁調べ）

Excel
★★

CSV，XML
★★★

RDF
★★★★

Linked-RDF

★★
★★★

PDF
★

本市が保有する公共データの二次利用可能な形式での公開と利活用を促進するため、データ整備に取り組む
とともに、EBPMのさらなる推進を図るため、職員の研修を実施します。

職員研修

地域経済分析システムーRESAS－活用研修
【研修日時・場所】
１部 講義 令和６年１１月２８日（木） 特別会議室

① ９：００～１２：００（午前の部）
②１３：３０～１６：３０（午後の部）

２部 実践 研修終了後～令和７年２月中
・研修終了後、テーマに沿って郡山市の現状について分析を
行い、分析結果を経済産業省東北経済産業局へ提出（政策
統計課経由）し、添削・助言等を受け分析内容にブラッ
シュアッブを行います。

【対 象】 郡山市職員、こおりやま広域圏自治体職員

【講 師】 経済産業省東北経済産業局職員

オープンデータの整備

１）二次利用可能なデータ形式への変換
各所属で公開しているデータのほとんどがPDFやExcel
形式のためデータをCSV以上の形式へ変換

２）デジタル庁が示す自治体標準データセット（正式版）
の整備
市独自で公表しているデータ項目に加え、自治体標準
データセット（正式版）の項目の公開

３）スケジュール（予定）
・11月 データ整備の職員向け説明会
・12月～１月 各所属においてデータ準備
・２月 順次WEB公開

データ利活用とEBPMの推進 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料１ 政策開発部政策統計課



郡山市職員安全衛生委員会の取り組み
2024年10月 月例市長記者会見
配布資料２ 総務部職員厚生課

労働安全衛生法第66条の10の規定により、職員一人ひとりが自らのストレス状況に気づき、ストレス軽減に
つなげるため『ストレスチェック』を実施しました。

対象者
（人）

未受検者
（人）

受検率
有効
回答数

無効
回答数

有効
回答率

2024年度 3,367 19 99.4％ 3,344 4 99.9％

2023年度 3,739 12 99.7％ 3,690 37 99.0％

2022年度 3,688 125 96.6％ 3,531 32 99.1％

参考値※ 14,776 386 97.4％ 14,144 246 98.3％

60.1

66.4

67.3

67.8

23.9

22.6

21.8

22

4.4

2.9

3.3

3.1

11.6

8.1

7.6

7.2

参考値

2022年度

2023年度

2024年度

良好 ストレス要因もしくはストレス反応あり

ストレス要因とストレス反応あり 高ストレス者

(単位：％)

67.8
79.7

70.4
65.9

59.3
55.6

22

16.3

20.7

23.2

24.8

29.3

3.1

1.6
2.8

1.2

6.8

3.7

7.2
2.3

6

9.7

9.1

11.4

全世代

60代

50代

40代

30代

20代

良好 要因もしくは反応あり 要因と反応あり 高ストレス者

※参考値＝2023（令和５）年度行政機関平均（県内９市９町７村４広域消防）
受託事業者の前年度実績より、類似業種の数値を設定

男性

1,505 人

（45.0％）

女性

1,839 人

（55.0％）

男性

123人

（51.0％）

女性

118人

（49.0％）

受検者

男女別

年代別

【全体】

ストレス状況の割合

１ 2024(令和６)年度ストレスチェック結果

【高ストレス者】

《今後の対応》

● 高ストレス者への医師の面接指導（個別）

● 所属長向け分析結果活用研究会の実施（集団）

《委員からの意見》

● 20代委員より
20、30代のストレス緩和策として、係単位のミーティングや同世代と交流でき

る機会の確保が有効と考える。

● 山本産業医より

ストレスチェックの結果は良好なので、今後は良好な結果が続いている所属の
取り組みを参考にしながら働きやすい職場環境の維持に努めてほしい。

✓ 対 象 者 / 正職員、再任用職員、会計年度任用職員(60日以上雇用)

✓ 実施期間 / 2024（令和６）年５月23日 ～ ６月13日

今後の対応/委員からの意見

(単位：％)

※参考値＝2023（令和５）年度行政機関平均（県内９市９町７村４広域消防）
受託事業者の前年度実績より、類似業種の数値を設定
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✓ 合計222件（公務災害177件・通勤災害45件）

年代別

9

19
16

1
0
5
10
15
20

車 自転車 徒歩 公共交通機関

通勤方法別

✓ 車道が原則、歩道は例外 ✓ ヘルメットの着用
✓ 一時停止等、交通ルールの遵守 ✓ 日頃から点検（整備）

(件)

発生防止策

●公務、通勤災害ともに増加傾向 ⇒ 全職員に発生防止の周知・啓発

●冬季の災害発生の件数が多い。 ⇒ 冬季時期前に通知等により呼びかけ

●自転車による通勤災害が最も多い。 ⇒ ヘルメットの着用や交通ルールの
順守を促す。

●年齢の上昇とともに発生率が高い。 ⇒ 日常のストレッチ(ラジオ体操)や
体力向上を目的とした運動を促す。

最大

(件)

(件)

積雪に伴う増加

※棒グラフ：発生件数
折線グラフ：発生率

（発生率＝発生件数／職員数）

郡山市職員安全衛生委員会の取り組み
2024年10月 月例市長記者会見
配布資料２ 総務部職員厚生課

２ 過去10年間における職員の公務及び通勤災害の状況 ～ 2014(平成26)年４月から2024(令和６)年３月まで ～

発生件数

自転車事故の
注意点

(年度)

月別

過去10年間の発生状況をもとに、次の公務、通勤災害の防止に向けた対策を進める。
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消費生活センターについて
郡山市消費生活センターは、消費者保護基本法(現消費者安全法)に基づき1970(昭和45)年に設置し、

市内在住(在勤)の方々を対象に、事業者に対する苦情・相談や消費者救済のためのあっせんを
行っています。

１.本市の相談のトレンド
融資サービス(多重債務、親族の借金)に係る相談が多い傾向にあります。
今年は、なりすまし詐欺、ＳＮＳを活用した投資詐欺、ロマンス詐欺が急増しています。

①相談内容、件数の変化(2014年と2023年の比較) ②なりすまし、ＳＮＳ型詐欺等

【出典:福島県警察署】

２.高い救済実績があります！ ３.悩む前に消費生活センターへ！！

2024年10月 月例市長記者会見
配布資料３

市民部セーフコミュニティ課

消費者安全法で定められた国家資格を持つ４名の相談員が
消費者からのあらゆるトラブルに対応しています。
契約等で困ったことがあったら、早めにご相談ください。

2014(H26) 件数 2023(R5) 件数

1  インターネット通販等 344  融資サービス（多重債務、親族の借金） 250

2  融資サービス 247  商品一般（身に覚えのない請求(SMS、クレジットカード)） 165

3  レンタル・リース・賃借 97  化粧品（定期購入の解約） 139

4  相談その他 56  役務その他、各種サービス（保険申請代行、副業サイト） 135

5  商品一般 52  レンタル・リース・賃借（アパート退去時の高額請求） 98

 その他、計 1,623  その他、計（592件の増） 2,215

消費生活センターの
サイトはこちら▶▶

☎９２１－０３３３

件数 被害金額(千円) 件数 被害金額(千円)

福島県 94 157,120 68 108,570

郡山市 24 11,480 22 46,500

郡山市 13 119,360

2024.1～9月

なりすまし

2023

データなし

ＳＮＳ型
福島県

23 229,020 66 782,310

約 3.4倍

１０年前と比べ現在は

2021 2022 2023 計

相談件数(件) 2,002 2,186 2,215 6,403

うち、あっせん件数 167 232 263 662

救済金額(千円) 36,814 40,621 107,802 185,237



2024年度 上半期 郡山市税（現年分）収納状況 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-１ 税務部収納課



2024年度 上半期 人口、世帯数の推移 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-２ 政策開発部政策統計課
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作成：郡山市政策統計課

各月１日現在

2024年度
上半期



2024年度 上半期 人口動態の推移 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-３ 政策開発部政策統計課
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人口動態（2023年４月～2024年９月）

社会増減数 自然増減数 人口増減数 ※値は各月1日から月末までの計

2023年度上半期
自然増減数： △805人
社会増減数： 29人
人口増減数： △776人

2024年度上半期
自然増減数： △947人
社会増減数： 497人
人口増減数： △450人



2024年度 上半期 自然動態の推移 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-４ 政策開発部政策統計課
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自然動態（2023年4月～2024年9月）

出生者数 死亡者数 自然増減数 ※値は各月1日から月末までの計

2023年度上半期
出生者数： 954人
死亡者数： △1,759人

自然増減数： △805人

2024年度上半期
出生者数： 858人
死亡者数： △1,805人

自然増減数： △947人



2024年度 上半期 社会動態の推移 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-５ 政策開発部政策統計課
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社会動態（2023年４月～2024年９）

転入者数 転出者数 社会増減数 ※値は各月1日から月末までの計

2024年度上半期
転入者数： 5,117人
転出者数： △4,620人

社会増減数： 497人

2023年度上半期
転入者数： 4,949人
転出者数： △4,920人

社会増減数： 29人



2024年度 上半期 郡山市の農業法人数 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-６ 農業委員会事務局

法人数（法人）

※2016～2023年度は各年度末時点、2024年度は第２四半期末（9月末）時点の数値

農地所有適格法人

一般法人

法人の主たる事業が農
業（農業関連事業）であ
ること等、一定の要件を
満たしており、農地を購
入し、取得することが法
律上認められている法
人。

農地所有適格法人以外
の法人。



2024年9月末現在

2024年度 上半期 郡山市職員の時間外勤務時間の状況 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-７ 総務部人事課



2024年度 上半期 郡山市図書館（全館） 貸出状況等推移 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-８ 教育総務部中央図書館
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貸出冊数・貸出人数・新規登録者

貸出冊数 貸出人数 新規登録者

2024年度 上半期

貸出冊数 536,372冊
貸出人数 170,045人
新規登録 2,315人

2023年度 上半期

貸出冊数 541,612冊
貸出人数 171,743人
新規登録 2,692人

貸出冊数（冊）
貸出人数（人） 新規登録数（人）

作成：郡山市中央図書館



2024年度 上半期 建設工事契約実績 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-９ 財務部契約検査課

2024（R６）.9.30 202３（R５）.9.30

発注件数 354件 355件

今後見込件数 146件

発注率 70.80% 58.68%

発注金額 7,757,639千円 7,713,637千円

件千円



郡山市総合地方卸売市場卸売取扱高実績（2024年度上半期） 2024年10月 月例市長記者会見
配布資料４-10 総合地方卸売市場管理事務所

・青果は卸売業者３社の合計取扱高、水産・花きはそれぞれ卸売業者１社の取扱高
・2024年度上半期の青果・水産・花きを合わせた累計取扱高（8,150百万円）は

2023年度上半期（8,271百万円）比９８．５％

累計(百万円) 月別(千円)

青果

水産

花き



福島県内13市の選挙人名簿登録者数（有権者数）について （2024年１０月１４日現在）

出典：福島県選挙管理委員会事務局
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2024年10月 月例市長記者会見

配布資料４-11 選挙管理委員会事務局



1.背 景

〈連携〉JETRO福島・JETROホーチミン・CREAシンガポール・JICA東北・JICAホーチミン

地域の「稼ぐ力」の回復・強化のため、ジェトロ福島等との連携によりベトナム最大級の来場者を誇る
バイヤー向け食品展示会に出展。円安を契機に特産品等の輸出拡大を促進します。

・ベトナム向けの輸出額は697億円で世界６位
（ベトナム市場の醸成）※国別輸出額は中国が１位

・国は2025年までに2兆円、2030年までに5兆円という
農林水産物・食品の輸出目標額を2023年12月設定

（2023年：1.4兆円）

・現地バイヤーからの要望のもと、ジェトロとの連携に
より、市が主体的に市内事業者のベトナム向け輸出成
約に努めている。

2.概 要

(１) 業務内容
・ベトナム(ホーチミン) Vietnam Foodexpo 2024出展
・小売店(ホーチミン高島屋地下2階)でのテストマーケティ

ング
・飲食店3店舗でのこおりやまフェア開催
・JETROホーチミン、在ホーチミン日本国総領事館、

イオンベトナム等訪問及び意見交換

(２) 派遣期間（予定）
2024年11月11日（月）～11月17日（日）【７日間】
※Vietnam Foodexpo出展期間：11月13日(水)～16日(土)【４日間】

(３) 渡航者（予定）
〈出展事業者〉４社（予定）

〇(株)宝来屋本店(あまざけ等) 〇(株)郡山製餡(あんみつ等)
〇(株)フードビジネスジャパン(鯉切身)
〇(一社)地域おこし協力隊活動推進協会(鯉とば等)

〈関係団体〉２名
〇JETRO福島1名 〇クレアシンガポール事務所1名
商談等サポート、バイヤー呼込み

〈郡山市〉３名
試食対応等サポート、来場者ヒアリング、市PR動画放映

サイゴンエキシビジョ
ン コンベンションセン
ター

「Vietnam Foodexpo 2024」出展について
2024年10月 月例市長記者会見

配布資料５ 農林部 園芸畜産振興課

※福島農産物の世界輸出量


